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原著論文

都市林の生態学的研究

I 。宝塚市ニ ュータウン内のオオバヤシ ャブシーセイヨウイボタ群落

服 部   保1)・澤 田 隹 宏2)・小 舘 誓 治1)。

浅 見 隹 世3)・石 田 弘 明1.)

Ecological  Studies  on  the  Municipal  Forest.  I.  Alnus  sieboIdiana-Ligustrum  vulgare

Comm.  in  the  New  Town,  Takarazuka.  Tamotsu  Hattori1',  Yoshihiro  Sawada2',

Seiji Kodate"  , Kayo  Asami3) and  Hiroaki  Ishida1'

Alnus  sieboldiana forest plantations, distributed in the  new  town  of Takarazuka,  Hyogo

Prefecture, were  investigated from the phytosociological viewpoint, in order to clarify the actual

conditions, floristic composition and  ecological properties. The  results show  that it is reasonable

to treat these plantations as a new  municipal  forest community  (Alnus  sieboldiana-Ligustrum

vulgare community).  The  community  is floristicaly characterized by the presence of Ligustrum

vulgare, Mahonia  japonic, a, Ligustrum  lucidum, Euonymus  japonic us, Laurus  nobilis, Nandina

domestica etc., which  are endozoochory,  and  the absence of Castanopsis cusp idata, Quercus glauca

etc. which  are acorn-making  trees (barochory)  . The  distinguishing contrasts between  the

community  and  other  communities  occur  in life form  spectrum,  disseminule  form,  species

diversity, naturalized  plants ratio and  gardening-landscaping  plants ratio. It is especially

remarkable  that the community  contains many  gardening-landscaping  plants whose  seeds are

dispersed by  birds. The  community  is recognizably a typical municipal  forest developed  in an

urban environment.

Key  words: Alnus  sieboldiana, disseminule form, forest plantation, gardening-landscaping  plant,

municipal forest, naturalized plant

は じ め に

カバノキ科ハンノキ属に含まれるオオバヤシャブシは

ヒメヤシャブシやヤシャブシなどの他のハンノキ属の種

とともに根粒菌との共生による空中窒素固定能を持ち,

養分の乏しい火山砂礫地や海岸断崖の崖錐地などにもよ

く生育する。このような特性から, 崩壊斜面の砂防や人

工法面の土壌保全や緑化等を目的とした植栽によく利川

され, そのためオオバヤシ申ブシ植林は全国的に広がっ

ている。

兵庫県宝塚市の中山桜台・中山五月台は1970年代に海

抜150m から350m の丘陵地を造成してっくられたニュー

タウンである。かつてはアカマツーモチツツジ群集が一

帯を覆っていたと思われるが, 現在では, 人工法面にオ

オバヤシャブシの優占する樹林が都市林として広がって

いる。このオオバヤシャブシ林は1970年から1975年の種

子吹き付けの法面保護工によるもので, 種子吹付から約

20年から25年が経過した現在ではその林冠高は8m を越

え, また林内には多様な植物が定着し, 法面保護と植生

景観あるいは都市林の形成という点では初期の目的を十

分達成したといえる。しかしながら, オオバヤシャブシ

の花粉によって多数の花粉症患者が発生していることが

明らかとなり, 地域住民よりオオバヤシャブシ林の林相

改良についての要望が出されるようになった。

1)兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 生物 資 源 研 究 部 Division of Biolo  gicalReso  urces,Museumo  f Nature and Human Activities ,

Hyogo,  Yayoigaoka 6, Sanda,  669-13 Japan

2)パ シフ ィ ッ ク コ ソ サ ル タ ソ ツ 株 式 会社 Pacific Consultants Co.,  Ltd.,  Nishinakajima 4-3-24, Yodogawa-ku,  Osaka,  532

Japan

3)里 と 水 辺 研 究 所 Institute of Rural  &  Urban Ecology, Higashinakajima 4-11-32-602,  Higashiyodogawa-ku,  Osaka,  533

Japan



花粉症対策上, オオバヤシャブシの伐採, 他種への転

換といった林相改良が望まれるが, それを進めるにあたっ

て, まずオオバヤシャブシ林の現状を明らかにするとと

もに生物多様性, ビオトープ, 住民による植生管理, 環

境林などの新しい視点からの都市林づくりを住民と行政

が一体となって計画する必要がある. 本論文ではその第

一段階としてオオバヤシャブシ林の階層構造, 種類組成,

種多様性, 土壌等について調査を進め, 周辺の他群落や

オオバヤシャブシの自然林との比較を行いながら本樹林

の特性について考察した. その結果にっいて報告する.

調 査概 要

1. 調査地の環境

調査は兵庫県宝塚市のニュータウンである中山桜台・

中山五月台一帯の人工法面上のオオバヤシャブシ林を対

象とした. 調査地の位置はFig 。1に示した. 標高は150m

から400m, 年平均気温は14  °Cから15 °C (気象庁,!958),

年降水量は約1300mm( 気象庁,1959) で典型的な瀬戸内

型の気候区に含まれる. 地質は流紋岩で, 地形は造成さ

れているため原地形はほとんど残っておらず, テラス状

の平坦地とやや急傾斜な人工法面が交互に広がっている.

平坦地の部分には宅地や公園等が建設され, 個人住宅の

庭園, 公園等には各種の植物が植栽されている. 人工法

面には今回の調査対象である種子吹き付け等によって成

立したオオバヤシャブシの優占林(林齢20年から25年) が

見られる. 法面造成の当初に張られた表層土保護用のビ

ニール製ネットは現在も劣化せず機能している.

2. 調査方法

1995年から1996年にかけて, オオバヤシャブシ林およ

び周辺のアカマツーモチツツジ群集, コジイーカナメモ

チ群集の調査を, 植物社会学的調査方法(Braun-Blan-

quet, 1964)に基づいて合計29地点で行った. また, 出

現種の被度パーセントに基づく多様度指数(Simpson's

1/d, Shannon's H') を算出するため, オオバヤシャブ

シ林とアカマツーモチツツジ群集では100m2, コジイー

カナメモチ群集では225m2の方形区を合計7区設置し,

出現種の被度を各階層ごとにパーセントで測定し, 記録

した.

結果および考察

1. 種類組成

調査によって得た21のオオバヤシャブシ林の植生調査

資料を検討した結果, 切土法面と盛土法面との差や周辺

の残存樹林との遠近などの立地条件による差はあまり認

められなかったので, 出現頻度の高い順にならべた常在

度表(Appendix 1) を作成した.

隹在度の高い種としてオオバヤシャブシ, ミツバアケ

ビ, アオツヅラフジ, ヒイラギ, ベニシダ, サルトリイ

バラ, ヘクソカズラ, セイヨウイボタ, ヤッデ, ナンテ

ン, ヤマウルシ, クロモジ, マンリョウ, ツタ, ヒイラ

ギナンテン, イタドリ, ネズミモチ, クスノキ, ミヤコ

イバラなどがあげられる.

オオバヤシャブシ林と周辺の山地や丘陵地に広がる二

次林のアカマツーモチツツジ群集, 自然林のコジイーカ

ナメモチ群集さらにオオバヤシャブシの自然林(先駆性

夏緑低木林)との種組成を比較するために総合常在度表

を作成した(Appendix 2). なお, オオバヤシャブシ自

然林にっいてはオオバヤシャブシーニオイウツギ群集と

オオバヤシ十ブシーハコネウッギ群集が報告されている

が(村上,1986;宮脇・奥田,1990), 村上(1986)のオオバヤ

シャブシーニオイウツギ群集の組成表と比較した.

本地域のオオバヤシャブシ林はセイヨウイボタ, ヤツ

デ, ナンテン, マンリョウ, ヒイラギナンテン, クスノ

キ, クロモジ, ミヤコイバラ, シャリンバイ, コブシな

どの種によって他の3群落と明らかに区分される. 近年,

都市近郊の樹林には緑化樹や庭園樹に由来する外国産樹

種の生育が認められるようにたったが(唐沢, 1995),本群

落のように, セイヨウイボタ, ヒイラギナンテン, トウ

ネズミモチ, ゲッケイジュなどの外国産樹種を種数・個

体数ともに多量に含む群落はきわめて稀であり, コナラ

ーアベマキ群集, エノキームクノキ群集, マント群落な
Fig.l. The  location of study site which is shown

black dot.



Fig. 2. Vegetation profi!e of phytocoenosis in Alnus siebold・ana-Ligit、s加im

四 醂αre Comm 。
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加加s( コブ シ),  14:? りyy卯回 心cuspidatm 鹹 イ タド リ).



ど北摂地方に分布するどの群落とも組成的に明らかに異

なる. 本群落江上述の種を有する他, アカマツーモチツ

ツジ群集とはソヨゴ, コナラ, モチツツジなど, コジイ

ーカナメモチ群集とはコジイ, カナメモチ, ナナメノキ,

ヤブッバキ, ヤマモモ, ヤブユッケイなど, オオバヤシャ

ブシーニオイウツギ群集とはガクアジサイ, オオシマカ

ソスゲ, カジイチゴ, ハチジョウイボタ, ラセイタタマ

アジサイ, シチトウスミレなどをそれぞれ欠くことによっ

ても区分できる. 以上の結果, 当地域のオオバヤシャブ

シ林を識別種の中で常在度が高く, しかも都市林という

特性をよく示しているセイヨウイボタを用いて, オオバ

ヤシャブシーセイヨウイボタ群落としてまとめた. なお,

セイヨウイボタぱヨウシュイボタとも呼ばれているが,

上原(1961) に基づいてセイヨウイボタを採用した.

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落とオオバヤシャ

ブシーニオイウツギ群集の種組成をみると, レクバアケ

ビ, アオツヅラフジ, ヘクソカズラ, ウツギ, ツタ, ノ

ブドウ, スイカズラ, ツルウメモドキ, ノイバラなどの

ノイバラクラスの種やアカメガシワ, クサギ, カラスザ

ンショウなどのアカメガシワ群団の種を共通に含み, ま

た変種レベルの対応種であるハコネウツギ(ニオイウツ

ギ), ムラサキシキブ( オオムラサキシキブ), イ,タド リ

(ハチジョウイタドリ), ナガバモミジイチゴ(モミジイ

チゴ)なども有している. これらの共通種は攪乱のあ る

立地か遷移初期段階に出現する. 自然性裸地に自ら侵入

したか, 人工裸地に人によって播種されたかという差は

あるにぜよ両群落は共に裸地に侵入(播種)後の遷移初期

段階にある. このように両群落とも同じ遷移初期段階に

あるために多くの種が共通に出現していると考えられる.

2. 階層構造

本群落の階層は3 ないし4層に分化し, 高木層は8m か

ら14m  (平均11m) に達している. オオバヤシャブシーニ

オイウツギ群集やオオバヤシャブシーハコネウツギ群集

と比較しても本群落の高さや階層構造はよく発達してい

る. 高木層の構成種としては, 優占種のオオバヤシャブ

シの他にオオバヤシャブシと同時期に植栽されたと考え

られるヒメヤシャブシ, クロマツや, それより遅れて植

栽されたと考えられるクスノキ, ソメイヨシノなどがあ

げられる. 植栽種以外ではツタなどのツル植物を除いて

高木層に達している種はない. 伐採などの人為的攪乱を

受げていない植分では高木層の被度は高く, 林冠はほぼ

閉鎖している. 低木層の高さは約6m 前後となり2層に分

化するが明瞭ではない. 上層(第1低木層) には植栽種で

はあるが成育不良のために高木層に達していないオオバ

ヤシャブシ, ヒメヤシャブシ, クロマツなどの他, リョ

ウブ, クロガネモチ, ヤマザクラ, ソヨゴなどの自生種

がかなり認められる. ヤマ 广イモ, カニクサ, レソバア

ケビ, カエデドコロ, ツタ, ミヤコイバラなどのツル植

物も多い. 被度は20% 前後でそれほど高くはない. 下層

の第2低木層は約2.5mで被度は70~80% とたいへん高く,

多くの植物が生育している. ヤツデ, トウネズミモチ,

コバノミツバツツジ, ヒサカキ, クロガネモチ, セイヨ

ウイボタ, シャリンバイ, ヒサカキ, ネズミモチ, エノ

キ, コブシ, ムクノキ, ミヤマガマズミなどが多い. 草

本層は約0.3m で被度は20~30% である. 上層に生育す

る各種樹木の実生や幼木の他, チヂミザサ, ベニシダ,

イタドリ, スイカズラ, ツタ, ヤブラン, コウヤボウキ,

ナガバタチツボスミレ, ノガリヤスなどの草本やツル植

物が生育している. 本群落の階層模式についてはFig. 2

および3に示した.

3. 種多様性

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落, 周辺部のア

カマツーモチツツジ群集・コジイーカナメモチ群集およ

び典型的な雑木林である北摂地方のクヌギ群落の合計4

群落について, 出現種数や種多様度指数(Simpson's

l/d, Shannon' s H' )を比較した(Table 1).

種数にっしてみるとオオバヤシャブシーセイヨウイボ

タ群落ぱアカマツーモチツツジ群集やコジイーカナメモ

チ群集よりもはるかに多く, クヌギ群落に匹敵している.

服部ら(1995)は兵庫県から大阪府下にかげてのコナラー

アベマキ群集やクヌギ群落について, 100m2 あたりの出

現種数を調査し, 平均出現種数を40から50種としている

が, ほぼ同程度の種数を有するオオバヤシャブシーセイ

Table  1. Number  of species and  species diversity in quadrats

of four communities(1  ' Alnus  sieboldiana-Ligustrum vulgare

Comm.,  2  ・ Rhododendro  macrosepali-Pinetum  densiflorae,

3 ・ Photinio-Castanopsietum  cuspidatae, 4  ・ Quercus acutissima

Comm.  in the  Hokusetsu  area).

(1) : Phytocoenosis, (2) : Tree layer,
(3) : Shrub and herb layer



ヨウイボタ群落は雑木林なみの種の豊富さを維持してい

ることになる.

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落の1/d, H'  kよ

共に高木層での種多様度指数値が他よりも低くに低木・

草本層で非常に高くなる. 本群落の高木層が単純で下層

がたいへん多様性に富んでいることを示していると考え

られる.

4. 生活形組成

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落, オオバヤシャ

ブシーニオイウツギ群集, アカマツーモチツツジ群集,

コジイーカナメモチ群集の4群落について生活形組成を

比較した. 生活形は宮脇ら(1994)を参考に, 各群落の構

成種を針葉樹(Ct), 照葉高木(Et), 夏緑高木(St), 照

葉低木(Es), 夏緑低木(Ss), ツル植物(CI), 多年生草

本(Ph), 一年生草本(Ap) に区分し, 次に生活形組成を

求め, Table 2 に示した. なお, 解析には各群落にお

ける出現頻度20% 以上の種を用いた.

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落の生活形組成

の特徴としてよ一年生草本が出現することと, Et,  St,

Es, Ss, CI などがほぼ均等に見られることなどがあげ

られる. 人の立ち入り, 伐採など攪乱が現在も続いてい

ることや後述するように被食散布型に含まれる様々な生

活形の植物が雑多に侵入している状況を示していると考

えられる.

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落とオオバヤシャ

ブシーニオイウツギ群集の生活形組成を比較すると, 前

者に照葉高木, 後者に多年生草本に比率が高いといった

相違が認められる. 後者の階層構造の未発達な点なども

考え合わせると, 前者は後者よりも遷移段階の進んだ状

態と考えられる.

5. 散布型組成

生活形組成で解析した4群落の散布型組成について出

現頻度20% 以上の種を用いて比較した(Table 3).

Table 3 より明らかなようにオオバヤシャブシーセ

イヨウイボタ群落の散布型組成の特徴としては第一に被

食散布型がきわめて多いことがあげられる. 都市部にお

ける植生と鳥の関係について, ①都市林では鳥による被

食散布型の植物が多いこと(中西,1994), ②それらは庭

園・緑化植物や林縁生ツル植物に由来すること(唐沢,

1995;守山ら,1984), ③鳥による種子散布の距離ぱ通常

100m 程度, 長くても数T1.00mであること(山岡ら,1977;

福井,1993;中西,1995), ④代表的な鳥散布型植物はトウ

ネズミモチ, イヌツゲ, エンジュ, ヘクソカズラ, モチ

ノキにベニシ.タソ, ネズミモチ, シュロ, アオキ, ナツ

ヅ:タの10種であること(唐沢,1995), ⑤ヒョドリが散布

者として最も重要な役割を果たしていること(守山,1992;

唐沢,1995)などが報告されている. 本地域のオオバヤシャ

ブシーセイヨウイボタ群落の調査においても①被食散布

凖が多いこと, ②後述するようにその被食散布型の種の

多くは庭園・緑化植物に由来すること, ③各所に点在す

るオオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落は住宅や公園

から各々100m 以内の距離にあること, ④鳥散布型の代

表種上記10種のうち8種まで出現すること, ⑤ヒョドリ

が多数生息していることなどを認めたが, これらの調査

結果はオオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落が典型的

な都市林であることを示していると考えられる. なお,

他の都市林と異なり, 本群落はセイヨウイボタ, ゲッケ

イジュ, ナンテン, センリョウなどの庭園樹を多く含む

ことを特徴の一つとしているが, 多数の独立住宅の庭園

に接していることがその原因となっている.

散布型紅成の第二の特徴として重力散布型が非常に少

ないことがあげられる. 都市林においては種子運搬者で

ある動物が欠けるためにブナ科植物の散布は重力散布に

頼らざるを得ず, そのため遠方には広がりにくいと言わ

れている(守山ら,1984). 本調査地域のオオバヤシャブ

シーセイヨウイボタ群落も住宅地に囲まれた都市林とし

Table  2. Life form  spectrum  of four communities  (1 " A  In ids

sieboldiana-LigusIruni vulgare Comm.,  2  : Weigelo  fragrant is-

Alnetum  sieboldianae, 3  ・ Rhododendro  macrosepali-Pinetum

densiflorae, 4  : Photinio-Castanopsietum  cuspidatae).

Ct  indicates  Coniferous  tree"≫ Et,  Evergreen  tree; St,

Summergreen  tree! Es,  Evergreen  shrub; Ss,  Summergreen

shrub;  CI,  Climber;  Ph,  Perenial  herb;  Ap,  Annual

plant.

Table  3. Disseminule  form  specrum  of four communities

(1 ・ Alnus  sieboldiana-Lignstrum vulgare Comm.,  2  : Weigelo

fragrantis-Alnetum  sieboldianae  , 3  ・ Rhododendro

macrosepa  1 i-Pinetum densiflorae, 4 : Photinio-Castanopsietum

cuspidatae).

En  indicates EndozoochoryI  Ep,  Epizochory; An,  Anemochory;

My,  Myrmecochory;  Au,  Autchory;  Ba,  Barochory.



て同じ傾向を示したものと考えられる.

6. 帰化率

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落の構成種の帰

化率を算出した. 群落構成種の帰化率はどの程度の出現

頻度以上の種を対象にするかによって異なる. ここでは

比較のために, 全種を対象とした場合, 出現頻度5% 以

上の種を対象とした場合など6つのケースについて帰化

率を示した(Table 4).

帰化植物は, 庭園・緑化植物から逸出した鳥散布型の

セイヨウイボタ, ゲッケイジュ, ヒイラギナンテン, ト

ウネズミモチなどと, 都市雑草であるオオアレチノギク,

ベニバナボロギク, セイタカアワダチソウ, ヨウシュヤ

マゴボウなどの異質の2群に区分できる. 前者は前述し

たように, 住宅地・公園に植栽された毋樹より鳥によっ

て散布されたもので, 後者は周辺の雑草群落から飛来し

たものである. 帰化率はこれらの種をまとめて算出した

が, 全種を対象とした場合, 帰化率は11.2% に達する.

出現頻度2回以上の種を対象とした場合でも7.9% となり,

アカマツーモチツツジ群集やコジイーカナメモチ群集の

帰化率O% と際たった違いを見せている. 都市近郊林で

の帰化植物の侵入の報告はあるが(守山ら,1984), その

帰化率は示されていない. そのためにオオバヤシャブシ

ーセイヨウイボタ群落と他の都市林との帰化率の比較は

できないが, 本群落の帰化植物の多さからみて本群落は

帰化率の極めて高い都市林として位置づげられよう. な

お帰化率の高い植生として都市河川の草本群落があげら

れる. 特にセイタカアワダチソウ, オオブタクサなどの

帰化植物優占群落では帰化率50% に達するものもあり,

オギやヨシの自然性群落でも都市近郊のものは10% 前後

の帰化率を示す(服部,1988). 都市近郊にお卜 ては草本

群落から木本群落まで広く帰化植物の侵入を受けている

ことになる.

7. 庭園・緑化植物率

オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落の構成種には

外国産の庭園・緑化植物の他, ヤツデ, ナンテン, シ卞

リンハイのような国産の庭園・緑化植物が少なくない.

各構成種について庭園・緑化植物か野生の植物のどちら

に由来するかを調査し,4 つの種群に区分した.

第1はオオバヤシャブシ, クロマツ, ソメイヨシノ,

ヒメヤシャブシなどの初期に播種あるいは植栽された種

群である. 第2は付近に全く自生せず, 確実に庭園・緑

化植物を毋樹とし, 鳥によって散布された種群で, セイ

ヨウイボタ, ゲッケイジュ, ヒイラギナンテン, トウネ

ズミモチなどの外国産の他にトベラ, センリョウ, コブ

シ, マサキ, シャリンバイ, シュロ, ニシキギ, ヤツデ,

サンゴジュ, ハマヒサカキ, サンショウなどの種がそれ

に含まれる. 第3は周辺に自生しているが, 庭園・緑化

植物としてもよく利用されている種群である. 前述した

ように鳥散布の距離が100m 程度とすると野生種よりも

庭園・緑化植物に由来する確率が高い. この種群に含ま

れる種としては, イヌツゲ, ヒイラギ, ナンテン, マン

リョウ, ネズミモチ, クロガネモチ, カクレミノ, アオ

キ, ヤブラン, モッコク, ヒメユズリハ, オモトなどが

あげられる. 第4は野生種にほぼ完全に由来する種群で,

匸影ハアケビ, アオッヅラフジ, ヘクソカズラ, イタド

リ, クロモジ, ヤマノイモ, タニウツギ, エゴノキ, ヒ

ナカ牛, ベニシダ, ヤマウルシ, コバノミツバツツジ,

コバ厂ガマズミ, クリ, サルトリイバラなどがあげられ

る. 第1と第2の種群は確実に庭園・緑化植物に由来し,

第3の種群も庭園・緑化植物に由来する確率が高いので,

これらの3群に含まれる種を庭園・緑化植物としてまと

め, その種数および比率を出現頻度別に求めた(Table

5). その結果, 全 種を対象にした場合庭園・緑化植物率

は約25% となり, また出現頻度の高い種に限るほどその

比率は高くなる. 一方, 今回調査を行ったアカマツーモ

チツツジ群集やコジイーカナメモチ群集には庭園・緑化

植物は出現していないが, 服部ら(1994)は三田市フラワー

タウン内に残存するアカマツーモチツツジ群集やコナラ

ーアペマキ群集を調査し, 林内に少数の庭園・緑化植物

が生育してし ることを報告してし る. また井手ら(1992)

も農村地域において同様の結果を認めているので既存の

Table  4. Number  of naturalized  plants  and  naturalized

plants ratio of Alnus  siebokliana-Ligusfrurn vulgare Comm.

Table 5. Number  of gardening-landscaping plants and

gardening-landscaping plants ratio of Alnus sieboldiana-

Lignstrum vulgar e Co mm.



二次林や自然林にも庭園・緑化植物が鳥によって散布さ

れ, 定着可能なことは明らかであるが, 多量の庭園・緑

化植物を含むオオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落は

特異である. このように多量の庭園・緑化植物が定着で

きたのは人工法面では播種されたオオバヤシャブシ以外

競争者が存在ぜず, 生態的な空白域であったためであろ

う. これらの植物の定着時期はオオバヤシャブシが生育

を始めて高さ数m 以上に達すると共に, 自己間引きによっ

て林内に光りが入り, 林床部の利川が可能となった時点

であろう.

8. オオバヤシャブシーセイヨウイボタ群落の遷移

オオバヤシャブシはよく生長すると高さ10m, 直径30

cm に達すると報告されている(奥山,1977). 本地域のオ

オバヤシャブシ樹高10m を越えている個体が多数あり,

また地際での表層士保護用ネットの樹幹への食い込みや

樹幹部でのゴマダラカミキリの食害などをみると, オオ

バヤシャブシは生育の限界に近づきっっあるように思わ

れる. 今後樹勢が衰えに少なくとも主幹は枯死する可能

性が高く, 遷移が急激に進行することも予想される.

オオバヤシャブシの自然林であるオオバヤシャブシー

ニオイウツギ群集は先駆性夏緑低木林で, 短期的には才

オシマザクラーオオバエゴノキ群集, 長期的にはスダジ

イーオオシマカンスゲ群集に遷移するとされている(村

上,1986;宮脇・奥田,1990). Tagawa(1964) も鹿児島県

桜島での調査から, 低木林のヤシャブシ林がクロマツ林

を経て照葉樹林に遷移することを報告している. オオバ

ヤシャブシーセイヨウイボタ群落も長期的には照葉樹林

(コジイーカナメモチ群集)に遷移すると考えられるが,

オオバヤシャブシの枯死が進行する中期的段階ではオオ

バヤシャブシーセイヨウイボタ群落を構成している種の

中で将来高木となることのできるクスノキ, クロガネモ

チ, ヤマザクラ, エノキ, カスミザクラ, ムクノキなど

が林冠を占める可能性が高い. また低木層はヒサカキ,

ネズミモチ, マンリョウ, トウネズミモチ, アオキ, ヤ

ツデ, ナンテン, トベラ, モッコク, ヒメユズリハ, サ

ンゴジュなどの照葉樹が繁茂し, 林内照度の低下と共に,

クロモジ, セイヨウイボ,夕, コバ广ガマズミ, コバノミ

ツバツツジなど落葉樹は衰退すると考えられる. 相観的

には照葉・夏緑混交林で, 組成的にはタブノキ型林(服

部, 1993)か, エノキームクノキ群集に比較的近いものと

なろう. さらに年月が経過するとアラカシ, シラカシ,

コジイなどの常緑のブナ科植物の侵入が始まり, 種組成

の単純化した照葉樹林がまず成立すると考えられ.る.

なお表層士保護用ネットは落葉・落枝の堆積したA 。

層(有機物層)と鉱物土層を分離させているため,A 。層,

鉱物土層の乾燥化, 実生の定着の困難さ, 落葉・落枝の

分解のしにくさ, 前述したようなネットの樹幹への食い

込みなどが生じ, 植物の生育上好ましくない. 表層土が

安定し, 低木類の発達している所でぱネットを除去する

必要がある.

9. まとめ

オオバヤシャブシーセイヨウィボタ群落ぱニュータウ

ンの人工法面という人工環境下で, 住宅地, 公園, 街路

の庭園・緑化植物を種子源とし, 都市鳥であるヒョドリ

に種子散布を依存する極めて新しいタイプの都市林であ

る. 本群落は特殊な環境下に発達するため, 種類組成は

もとより, 生活型組成, 散布型組成, 帰化率, 庭園・緑

化植物率のいずれをみても他の二次林, 自然林と大きく

異なる. 特に庭園・緑化植物率の高さはニュータウンに

成立した本群落の特徴をよく示している.

オオバヤシャブシの自然林であるオオバヤシャブシー

ニオイウツギ群集やオオバヤシャブシーハコネウツギ群

集は崩壊地や火山灰地等の先駆群落であるが, 常に新し

い立地が供給されるため, それらの群集は地域全体とし

てみると, いずれかの地点で持続していることになる.

人工法面の先駆群落であるオオバヤシャブシーセイヨウ

ィボタ群落も常に新しい人工法面が都市近辺あるいはニュー

タウン等に供給され, 植生保護工にオオバヤシャブシが

使用され続けると持続群落化し, 都市型の新しい森林群

集として, あるいは都市林の一タイプとして「オオバヤ

シャブシーセイヨウィボタ群集」という植物社会学上の

群集単位に位置づけることが可能となる. しかしながら,

オオバヤシ・ヤブシが花粉症の原因であることが明らかに

なった今日, 少なくとも都市周辺, ニュータウンでこの

種が今後利用されることは少なくなり, このような特殊

な種組成を持つ群落が成立するのぱ稀となろう.

お わり に

オオバヤシャブシーセイヨウィボタ群落の特殊性は明

らかとなったが, 今後, 二ご1.‾タウンにおいてオオバヤ

シャブシ林にかわる新しい森づくりの計画を進める必要

がある. 今まで述べてきたように生態学的にみると本群

落は照葉樹林化すると推定されるが, ニュータウンの住

民による積極的な森づくりという視点を加えるとその将

来像は多様となり, 管理しだいては庭園のような森づく

りも可能となる. 住民の居住空間での森づくりや森林管

理という課題は, 都市住民のボランティア活動による農

山村の里山管理という問題よりも身近であって, さらに

重要である. 農村地域において鎮守の森がその集落の住

民によって守り育てられて, 地域のシンボルとなったよ

うに, 二ご廴‾タウンという都市域においても法面の緑地

が街のシンボルとして育まれるよう望みたい.

中山台の住民と宝塚市のこのような新たな森づくりに



期待すると共に, この重要な取り組みに我々も積極的に

支援しようと準備を進めている. 第一段階として, 1996

年2月に伐採されたオオバヤシャブシ林のその後の植生

変化, 土壌, 萌芽発生状況などについて調査を行い, そ

の結果を提供したい.
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Plate 1. Summer  aspect of Alnus sieboldiana-Ligustrum vulgare Community.

Plate 2. Summer  aspect of Alnus sieboldianarLigustrum vulgare Community.



Plate 3. Winter  aspect of Alnus  sieboldiana-Ligustrum vulgare Community.

Plate 4. Winter  aspect of Alnus  sieboldiana-Ligustrum vulgare Community.



Appendix 1-1. Vegetation table of Alnus sieboldianarLigustrum vulgare Community  in Takarazuka.



Appendix 1-2. Continued.



Appendix  1-3. Continued.



Appendix  2-1. Summerized  table of Alnus sieboldianarLigustrum vulgare Community  (l) in Takarazuka.

Weigelo  fragrantis-Alnetum  sieboldiana (2) in the Izu Islands, Rhododendro  macrosepali-Pinetum

densiflorae (3) in Takarazuka and Photinio-Castanopsietum cuspidatae (4) in Takarazuka.



Appendix 2-2. Continued.




